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ごあいさつ

　文化庁のモデル事業・支援事業として開催
してきたこの事業も、今年で4年目となりまし
た。事業名や枠組みは少しずつ変わってきま
したが、各回とも、入間市博物館・アリット、うら
わ美術館、川口市立アートギャラリー・アトリア、
川越市立美術館、埼玉県立近代美術館とい
う県内の公立ミュージアム5館がゆるやかに連
携して実行委員会をつくり、文化庁の支援を
得て実施してきました。
　この事業には各ミュージアム館内での展
示、ワークショップやシンポジウムなどもあります
が、館庭や公園、街路や商店街、鋳物工場や
銭湯といった、暮らしに身近な場所でのアート
プログラムも多数含まれています。こうした
アートのアウトリーチ活動を、ミュージアムを起
点に無理のないかたちで展開していること
が、この事業の特色のひとつに挙げられます。
　また、美術作品の展示や造形ワークショッ
プに限らず、館内に茶室ユニットを組んでそこ
でダンスや文学や音楽の複合セッションが展
開されたり、伝統的なお囃子とモダンダンスが
かけあいを演じたり、現代音楽のワークショッ
プやライブがミュージアムで行われたりと、ジャ
ンルの垣根を超えてさまざまなコラボレーショ
ンを醸成する場としての役割も担っています。
　この事業の多彩なアートプログラムの企画・
運営を実際に担っているのはＳＭＦ（Saitama 

Muse Forum）の方 で々す。埼玉県立近代美
術館のミッションに共鳴し、美術、音楽、舞踊、
建築、文学など、さまざまな分野で活動する
方々が集い、「身近な場所でアートを享受し、
支援し、再創造するプラットフォームをめざしま
す」を旗印に、各ミュージアムのスタッフとともに
この事業を支えています。ミュージアムをキー
ステーションとしながらミュージアムに限定され
ない活動や、さまざまなジャンルを超えた協働
はＳＭＦ（Saitama Muse Forum）を母胎とし
て生まれています。
　日本の美術館においても、近年、地域に根
を下ろす活動として、アートのアウトリーチプロ
グラムや地域との協働プログラムの重要性が
認識されてきました。また美術館はすぐれたコ
レクションや展覧会を見るための場所にとどま
らず、さまざまなアート活動が生まれる場所と
して機能することを期待されるようになってき
ました。この流れを「テンプルからフォーラム
へ」、「ミュージアムからアーツセンターへ」と言
い換えることもできますが、多くの美術館は収
集・保存・展示という従来の「ミュージアム」機
能を軸として活動を定めており、予算的にも人
員的にも「アーツセンター」機能の充実に十分
な取り組みができないのが現状です。そうした
なかで各ミュージアムと柔らかく協働するＳＭ
Ｆ（Saitama Muse Forum）の活動は、たい
へん貴重でさまざまな可能性を含んでいるよ
うに思われます。
　「各ミュージアムが相互に連携を図るととも

に、各館を拠点として地域のさまざまな文化
資源を活用するアートプログラムを、地域との
協働により実現していこう」、「そのような活動
のなかで得られたつながりやソフトや情報を
蓄積・共有し、継続的なアート活動の基盤とな
るプラットフォームを築いていこう」というのが
この事業の骨子です。これまでの事業を通じ
てたくさんの出会いと交流が生まれ、その周
辺でさまざまな協働がはじまっています。
ミュージアムをキーステーションとしてそれらを
有機的に結び、情報・ソフト・人財・場所をどの
ように繋げてプラットフォームの設計をめざす
のかが、今後の重要な課題となります。
協働のモデルとなるよう
な開かれたプラッ
トフォームの形
成に向けて、
引き続きあたた
かいご理解、ご支
援を賜りますようお願い
申し上げます。
　この事業の趣旨を理解し貴重な機会を提
供してくださった文化庁をはじめ、惜しみない
ご協力をいただきました各ミュージアム、大学、
団体各位、多くのみなさま方に、心から感謝申
し上げます。

平成24年3月
「Saitama Art Platform 形成準備事業」

　 実行委員会　委員長　建畠晢


